
衝撃的で残念な事件が起こりました。      

① 大阪北部地震で，倒壊したプールの壁の 

下敷きになり，小学４年生の女子児童が亡

くなるという悲惨な事故が起こりました。  

子どもにとって安全でなければならな

い学校で起きた事故ということで，心を痛

めています。 

 
この事故を受け，校内の安全点検を行っ

たところ，開成小学校には倒壊する恐れの

ある壁はありませんでした。 

② ６月１９日（火）静岡県藤枝市で，下校

途中の小学４年生の子どもが刃物で切り

付けられ，その犯人が学校に侵入するとい

う衝撃的な事件が発生しました。 

  容疑者は１８歳の少年ということだけ

で，この事件の全容はまだ明らかになって

いませんが， 学校にとっては大きな衝撃

を受けるとともに残念な事件でした。 

ごくわずかだと思いますが，子どもを傷

つけようと悪意をもっている人間がいる

ことも子どもたちには伝えなければなら

ないことは本当に残念です。 

 不審者事件以降，保護者や地域の協力に

より安全な登下校ができています。また， 

登校時にお孫さんと一緒に歩いて，安全確

保をしてくださる方もおり，とても心強く

感じております。 

ＷＨＯがゲーム依存症を疾患認定する。   

 ＷＨＯ（世界保健機構）は，スマホやゲー

ム機などでゲームをやり過ぎて，日常生活に

支障をきたすゲーム依存症を「ゲーム障害」

として国際的に疾患として認定しました。 

 ゲーム障害とは、日常生活に支障が出ても

ゲームを優先する状態が１２カ月以上みら

れる場合を指し，依存性のある精神疾患の一

種とされると認定しました。また，ゲーム障

害は本人の意志が弱いからではなく、治療が

必要な病気だと認定されたことで，治療が進

むことが期待されています。 

 
 厚生労働省の調査では、成人で約４２１万

人、中高生で約５２万人がゲームなどのネッ

ト依存の恐れがあると推計されています。 

 ただし，ゲーム自体がすべて悪いわけでは

なく，決められたルールの中で，節度をもっ

て楽しむことが大切です。 

【日常生活に支障が出る状態とは】 

・ ゲームで遊んでいるため，会社や学校を

休む状態が続いている。 

・ ゲームの邪魔をされたり，ゲーム機を取

り上げられたりしたとき，家族や周囲の人

に暴力をふるう状態が続いている。 

危険走行の車に要注意です。   

 このところ学校周辺を走る車の中に，速度

を落とさない車や近道をしようと細い道路

を走る車をみかけます。自作の看板で安全運

転を促したり，警察や交通安全協会等へ協力

をお願いしたりしていますが改善しません。 

子どもたちには道路の端を一列で歩行す

ることを徹底し，危険運転の車に巻き込まれ

ないように注意していきます。 
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